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【公開日】平成25年10月28日(2013.10.28)
【年通号数】公開・登録公報2013-059
【出願番号】特願2012-93114(P2012-93114)
【国際特許分類】
   Ｂ４１Ｊ   2/01     (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ   2/21     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ４１Ｊ    3/04     １０１Ｚ
   Ｂ４１Ｊ    3/04     １０１Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成27年4月16日(2015.4.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の色材色と前記第１の色材とは異なる第２の色材色それぞれについて、複数の記録
素子を有する記録ヘッドを用いて、記録媒体の同一領域に対して複数回記録することによ
り画像を形成するための画像処理装置において、
　前記第１の色材色および前記第２の色材色それぞれの各走査に対応する記録データを生
成する生成手段を有し、
　前記生成手段は、前記第１の色材を記録する前記複数の記録素子のうち不良記録素子が
発生した場合、前記不良記録素子に割り当てられた記録量を、前記不良記録素子とは異な
る第１の色材色に対応する記録素子により補完して、前記第１の色材色の各走査に対応す
る記録データを生成し、
　前記不良記録素子を補間する記録素子の記録位置に応じて、前記第１に色材色と前記第
２の色材色の着弾順が維持されるように前記第２の色材色の各走査に対応する記録データ
を生成することを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　前記生成手段は、前記画像データを構成する画素の画素値が表す記録量を前記第１の色
材色と前記第２の色材色それぞれの記録素子に割り当てるための、前記第１の色材色およ
び前記第２の色材色それぞれの各走査に対応する記録データを生成することを特徴とする
請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項３】
　前記生成手段は、不良記録素子補完テーブルを有し、
　前記不良記録素子補完テーブルと不良記録素子に基づいて、前記記録データを生成する
ことを特徴とする請求項１または２に記載の画像処理装置。
【請求項４】
　前記生成手段は、入力された画像データに対してハーフトーン処理した後、パスマスク
を用いることにより、前記記録データを生成することを特徴とする請求項１乃至３の何れ
か一項に記載の画像処理装置。
【請求項５】



(2) JP 2013-220575 A5 2015.6.11

　前記生成手段は、入力された画像データを各走査に分配し、前記分配された画像データ
それぞれに対してハーフトーン処理することにより、前記記録データを生成することを特
徴とする請求項１乃至３に記載の画像処理装置。
【請求項６】
　複数の色材それぞれについて、複数の記録素子を有する記録ヘッドを用いて、記録媒体
上の同領域に対して複数回記録することにより画像を形成するための画像処理装置であっ
て、
　前記複数の記録素子のうち、不良記録素子を示す不良記録素子情報を取得する取得手段
と、
　前記色材それぞれについて、入力画像データから走査ごとの記録データを生成する生成
手段と、
　前記不良記録素子情報に基づいて、前記不良記録素子に割り当てられた記録量を他の記
録素子を用いて補完した記録データを前記生成手段に生成させる制御手段とを有し、
　前記制御手段は、前記不良記録素子上方を補間した記録素子の記録位置に応じて、前記
複数の色材の着弾順が変わらないように前記不良記録素子に対応する色材とは異なる色材
のうち少なくとも１つの色材に対応する記録データを前記生成手段に変更させることを特
徴とする画像処理装置。
【請求項７】
　前記制御手段は、前記不良記録素子を補完する前後において、最上層に記録される色材
が維持されるように前記生成手段を制御することを特徴とする請求項６に記載の画像処理
装置。
【請求項８】
　前記制御手段は、前記不良記録素子を補完する前後において、前記複数の色材の着弾順
が変化した画素の割合が半数以下となるように前記生成手段を制御することを特徴とする
請求項７記載の画像処理装置。
【請求項９】
　前記取得手段は、前記複数の記録素子の動作不良を検出することを特徴とする請求項６
乃至８の何れか一項に記載の画像処理装置。
【請求項１０】
　前記取得手段は、前記複数の記録素子のうち不良記録素子の発生した場合、ユーザーに
入力させることを置く超とする請求項６乃至８の何れか一項に記載の画像処理装置。
【請求項１１】
　コンピュータに読み込み込ませ実行させることで、前記コンピュータを請求項１乃至１
０の何れか一項に記載された画像処理装置として機能させることを特徴とするコンピュー
タプログラム。
【請求項１２】
　第１の色材色と前記第１の色材とは異なる第２の色材色それぞれについて、複数の記録
素子を有する記録ヘッドを用いて、記録媒体の同一領域に対して複数回記録することによ
り画像を形成するための画像処理方法において、
　生成手段を有し、
　前記生成手段は、前記第１の色材を記録する前記複数の記録素子のうち不良記録素子が
発生した場合、前記不良記録素子に割り当てられた記録量を、前記不良記録素子とは異な
る第１の色材色に対応する記録素子により補完して、前記第１の色材色の各走査に対応す
る記録データを生成し、
　前記不良記録素子に応じて、前記第１に色材色と前記第２の色材色の着弾順が維持され
るように前記第２の色材色の各走査に対応する記録データを生成することを特徴とする画
像処理方法。
【請求項１３】
　複数の色材それぞれについて、複数の記録素子を有する記録ヘッドを用いて、記録媒体
上の同領域に対して複数回記録することにより画像を形成するための画像処理方法であっ
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て、
　取得手段と、生成手段と、制御手段とを有し、
　前記取得手段は、前記複数の記録素子のうち、不良記録素子を示す不良記録素子情報を
取得し、
　前記生成手段は、前記色材それぞれについて、入力画像データから走査ごとの記録デー
タを生成し、
　前記制御手段は、前記不良記録素子情報に基づいて、前記不良記録素子に割り当てられ
た記録量を他の記録素子を用いて補完した記録データを前記生成手段に生成し、
　前記制御手段は、前記複数の色材の着弾順が変わらないように前記不良記録素子を補完
させることを特徴とする画像処理方法。
【請求項１４】
　前記請求項１乃至１０の何れか一項に記載の画像処理装置を内蔵し、前記記録ヘッドを
有し、前記記録データに基づいてインクジェット方式により記録媒体上に画像を形成する
画像形成装置。
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